
簡易顔面保護つばの試作とその材料

1 はしがき

現在使用されている普通の防火闘は合成樹脂(ポリ

エステJレ〕のヘルメットに「しころjが取付けられて

おり，ボタンをとめれば顔面の下半分が覆われる. し

かし眼とか鼻とかの大切な部分が露出し，放射熱，炎

または落下物，倒壊物，そのほか注水等の危険にさら

される

これらの危害を排除し，有効な警防活動をするため

に顔面を保護するものが必要とされるわけである.

そこでs 普通の防火帽に簡単な工作でもって顔面保

設つばを取付けることを試みるとともに保護つばにす

べき材質について種々の実験を行なったので紹介す

る

2 顔面保護つぱの構造

① ヘルメット

② しころ

① 頭部支持枠

④ 頭部支持板

⑤ 顔面保護つば

⑥金属細片

第 1図

イ呆.i¥iliつば⑤は不使用時，使用時にそれぞれ上下でき

るように作られている.

保護つばはヘルメット①と頭部支持が11::③(頭部支持

板④〕の問におさまるようになっている.

保設つばを下げる場合(使用時〉は，保設つばの上
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端についている金属細片⑥がヘルメット①の凹部(内

側からみて〉をすべり，頭部支持板上端に金属細片の

ストッパーがひっかかって定位置で止まる.

このように簡単な工作で取付けられていて操作が極

めて簡単であり，かつ不必要な場合にはへJレメット内

部に押込み，視界のじゃまにならないのが本装置の特

徴である.

3 顔面保護つぱの材質について
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第 2表各種顔面保護材放射熱透過実験結果
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(1) 顔面保護材の条件

火災現場という特異な場所で使用する関係上，種々

の条件が要求される それらを列挙してみると次のと

おりである.

。 透視のよいもの

。 耐熱性能のよいもの

冷熱抵抗の大なるもの

。 機械的強度の大なるもの

。 軽いもの

。 加工しやすいもの

低廉なもの

このような条件をすべて満足するような材料は見出

しがたいが，合成樹脂類，ガラス類および雲母の若干

について検討してみた.

(2) 保護材の放射熱透過実験

(司実験装置および実験方法

実験装置は第 4図のとおりである.

第 4図

第 1表

熱源にシュパンクバーナーを用い，放射計でO.2 

cal/CTI戸secの位置を探る. その位置をA点と定め試料

を置く.試料 CA点〉の後方 3cmの位置をB点と定

め，放射計を置き 2分後の試料を透過する熱量を測

定するー

その透過熱量を bcal/棚 2secとすれば， Cb /0.2) X 

100でもって放射熱透過率と定義した

(同実験試料

実験した試料は次のとおりである.

(イ) メタアクリノレ樹脂

(吋 ポリカーボネート(表面にアルミニューム

粉を真空蒸着したもの〉

付 スコッチシールド(合成樹脂表面に金粉を

真空蒸着したもの〉

(ニ) ヒシクーJレ， クーライト(熱線吸収ガラ

ス〉

(ホ) テレックス(硬質ガラス〉

(サ雲母 CO.lmm)

これらの試料を単独および種々組合せて実験した.

(c) 実験結果および検討

実験結果は第 1表，第 2表のとおりである.
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。単独使用の場合

(イ) メタアクリル樹脂

熱線透過率は14.3%である 1分30秒から 1分45秒

で発泡し失透するため，熱線遮断効果は実際よりよ

くなっている 熱変形しやすい.

(ロ) ポリカーボネート(表面にアノレミニュームをtr
空蒸着したもの〉

熱線透過:率は 5.4%で熱線遮断効果はよい. しか

し水で急冷して摩探すると表面のアルミニューム粉

がはがれる.また可視光線透過性はやや劣る

付 スコッチシーノレド

放射熱透過率は 2.3%で熱線遮断効果は一審よい.

ただし(ロ〕と同様金粉がはがれる また，現在輸入品

なので価額が高い

Lニ) 熱線吸収ガラス類

熱線透過率は，クーライト 17.6%，ヒシクール18.8

Mである. しかしガラス一般の欠点で、あ急熱急冷に弱

くヒピおよび割れが生ずる 冷熱抵抗と機械的強度の

弱いのが致命的欠陥で実用には適さない.

(ホ) 硬質ガラス(テレックス〉

熱線透過率は 35.9%である. (.ニ)と同様の欠点を持

つ。

ト) 雲母 CO.1mm)

熱線透過率は 1枚で62.2%， 2枚重ねで44.3%，3 

枚重ねで40%となる.

雲母は，面体になる程度の大きさ，厚さのものを求

めるのは困難であり 1mm以上の厚さになれば光透

過率も悪い.

また，雲母を水にぬらして摩擦すると薄片になって

はがれる 単独使用は無理である.。試料を組合せた場合

当然なことながら熱線遮断効果はよくなる.特にス

コッチシーJレドを組合せの前面に置いた場合成績がよ

い. アクリノレ板の前面に 1~2mmの空間をおいて，

雲母 2枚を重ねると，アクリノレ板の発泡が防げるし，

また熱遮線断効果もよくなる しかし組合せを多く

すればそれだけ加工が困難となり，また製品の故障も

多くなるので全般的に考えて組合せ保護板は実用的か
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どうか疑問であろう今後の問題として開発すべき分

野である.

以上の結果から今回は，多分の欠点を持っているに

もかかわらず，アクリ Jレ樹脂を使用することにした.

4 顔面保護つぱの使用所見について

試作品を西新井消防署で使用してもらい，その効能

を試みてもらったところ所見は次のようである.

(1)保護つばを装着してよい点

(叫進入に際し陥悶，波煙中で障害物に衝突しでも

有効に顔面を保護することができる.

(t) 他隊の注水を顔面にうけた場合，危害予防に有

効である.

(c) 防ぎょ行動中，落下物，倒壊物の破片等の飛来

に対し有効である.

(d) 火炎，火粉に対して危険を感じないで防ぎょで

きる.

(2) 保護つばを使用してい悪い点

(司煙の中では視界が短く!~じる

(同行動中，保護ばがつくもる.

件) 狭遮場所，階段， ロープ登はん時等に障害とな

る.

5 むすび

現在，顔面保護材としての条件をすべて満足してく

れる材料は見当らない

ガラス類は，急熱急冷に弱く，また合成樹脂に金

粉，アルミニューム粉を真空蒸着したものは熱線遮断

には効果的であるが， これらがはがれるので実用的で

ない

アクリ Jレ樹脂を一応保護板として採用したが，熱に

対して多くの欠点を持っているので必ずしも満足でき

るものではない

顔面保護つばの使用については若干の不便を伴う

が，人身保設の立場から危害防止に有効であるのでな

るべく不便を除くべく，今後も継続して改良研究を進

める必要があるものと恩われる.
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